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は じめ に  
 平 成 21 年に 『「赤 い鳥 」と 生活 綴方教 育― 宮崎 の綴 方と児 童詩 ―』 （風
間 書房 ）を 上梓 した。 木村 寿に つい ては「 第三 章  宮崎 県の生 活綴 方教 師・
木 村寿 」で詳 述し てい る 。し かし 木村 寿の 転勤 問題 につ いては 明ら かに 出来
な かっ た点 もあ る。  
青 木幹 勇は 『わ たしの 授業 』（ 明治 図書  昭 和 53 年） の中で 木村 の頻 繁
な 転勤 を取 り上 げ 、「 人 事を めぐ る黒 い影 」が常 につ きま とっ てい たと 言っ
て いる 。その 要因 とし て綴 方教 育へ の周囲 の無 理解 と「一 匹狼 」的な 木村 の
姿 勢と を挙 げて いる。ま た鳥 取県 の生 活綴 方教 師佐 々井 秀緒は 、生活 綴方 教
育 への 圧迫 とい う面か らそ の問 題 を 論じて いる（『 生活綴 方生 成史 』あゆ み
出 版  昭和 58 年 ）。  
確 かに 要因 とし てはそ うし た両 面が あった のだ ろう 。しか し「 人 事を めぐ
る 黒い 影 」（ 青木 ）は 、木村 が南 方尋 常高 等小 学校 で生 活綴方 教育 を始 める





   大正９年３月 20 日   宮崎県師範学校男子第一部卒業 
  大正９年４月１日   東臼杵郡北川尋常高等小学校訓導   （約２年） 
    大正 11 年１月 11 日    東臼杵郡北郷尋常高等小学校訓導   （約１年） 
    大正 12 年３月 31 日  東臼杵郡細島尋常高等小学校訓導   （１年） 
    大正 13 年３月 31 日  東臼杵郡北川尋常高等小学校訓導   （１年） 
    大正 14 年３月 31 日  東臼杵郡南方尋常高等小学校訓導   （約２年半） 
    昭和２年９月 30 日   東臼杵郡岡富尋常高等小学校訓導   （約３年半） 
 
    昭和６年３月 31 日   東臼杵郡延岡尋常小学校訓導       （１年） 
    昭和７年３月 31 日   東臼杵郡土々呂尋常高等小学校訓導 （３年） 
    昭和 10 年３月 31 日   東臼杵郡門川尋常高等小学校訓導   （１年）
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    昭和 11 年３月 31 日   延岡市延岡尋常小学校訓導        （１年） 
    昭和 12 年３月 31 日   東臼杵郡上南方尋常高等小学校訓導   （約３年半） 
    昭和 15 年８月 31 日   東臼杵郡水清谷尋常高等小学校訓導兼校長 （約半年） 
（ 「自画像」『 魂 あい ふれ て』 所収  百合 出版  昭 和 26 年 10 月） 
 
 頻繁 な転 勤は 南方小 以後 始ま った わけで はな く、 初任 校以来 なの であ る。




校を経て、大正 14 年３月 31 日に東臼杵郡南方尋常高等小学校に赴任する。 
「大正十五年、南方といふ農村で、初めて一年生を受け持つた時、子供の毎日の生活に
接してゐると、国語教育の重要さを痛感した。国語に力がはいり、随つて綴方を丹念に
見る様になつた。」        （『綴方実践の開拓』東宛書房 昭和 11 年９月） 














雑誌『童話』（大正９年４月創刊 コドモ社 復刻版 岩崎書店）には、２篇の南方




※第六巻第十二号（大正 14 年 12 月１日） 
 
   すゝはき 
                            宮崎県東臼杵郡南方校尋三  柴田今朝冶 
  がつこうからかへつてみるとすゝはきでした。すゝはきを見るとハツと思ひ出しまし
菅 邦男 














※第七巻第二号（大正 15 年２月１日） 
 
          かげふみ 


















＊『鑑賞文選』昭和二年一月号  尋常一年 
 
      テツパウ 
                                        宮崎・東臼杵・南方校  片寄静一 
 カリウドガ、テツパウヲ、メノニキニ、ウツタテテ、ドロントウチマシタ。 
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＊『鑑賞文選』昭和二年二月号  尋常一年 
 
       ウ マ（賞） 
                                       宮崎・東臼杵・南方校  黒木道男 
 ワタクシガ ウマニハミヲヤリマスト ウマガ トビマハリマス。トビマハルト ゴ
トンゴトント ハゲシイコエデ オトガシマス。 
















 大正 13 年５月、芸術教育会編集『学校劇の研究』（集成社）が出版されている。「一、
学校劇の研究（12 篇） 二、欧米学校劇論一班（６篇） 三、学校劇指導の実際（６篇） 



























 学校劇を実演した細島小も１年で転勤になり、『学校劇の研究』が出た大正 13 年には、
北川小（２度目）に在職していた。北川小の在職も１年で、南方小へ転勤になる。木村
は南方小で綴方教育を始めたのだから、その直前（大正 13 年）の北川小時代までは学校






















































 木村 寿は 上南 方小時 代に「教育 功労 者」とし て県知 事か ら表 彰さ れて いる 。



































































一 般教 師の 間で は 、木 村寿 の名 は「綴 方実 践の 大家 」とし て広 く知 られて
い たの であ る。  








































































13 年の掲載である。木村寿は昭和 12 年３月 31 日に延岡小から上南方小へ転勤になっ
ている。 
宮崎県立図書館、都城市立図書館に残された「宮崎県教育」を調べてみたが、共に
６月号だけが欠号になっている。他の号には掲載されていないので、６月号の掲載で
あろう。随想の文末に（四月三十日記）とあるから木村寿が表彰された翌日に書かれ
たものである。 
３ 相川三訓 
 相川とは当時の宮崎県知事相川勝六である。青木幹勇は新聞が「相川三訓」として
「人をして其の能を尽くさしむ。 物をして其の用を遂げしむ。 地をして其の効を
挙げしむ。」を挙げ「祖国振興隊の向ふべき前途、把持すべき信念を極めて潔明に表
示した」と述べている。 
 
 
 
 
 
 
